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っ
て
み
よ
う
」
と
題
し
、
一
人
一
人

何
を
準
備
し
た
ら
よ
い
か
考
え
た

り
、
「
じ
ゃ
が
り
こ
」
を
使
っ
た
非

常
食
の
作
り
方
を
実
践
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
「
ホ
ッ
と
さ
ろ
ん
」
の

メ
ン
バ
ー
の
協
力
で
、
温
か
い
コ
ー 

ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
見
事
に

咲
き
誇
る
満
開
の
桜
の
も
と
、
防
災

訓
練
と
お
花
見
を
兼
ね
て
「
防
災
意

識
の
向
上
」
と
「
地
域
の
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
」
を
図
る
事
が
で
き

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
、
明
日
か
も
知
れ
な
い
南
海

東
南
海
地
震
に
備
え
、
日
頃
か
ら
意

識
し
、
防
災
の
大
切
さ
を
知
り
、
常

に
「
非
常
持
出
袋
」
の
中
身
を
考
え

て
、
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

4
月
１
日
（
日
）
鳥
居
公
園
に

て
美
し
ヶ
丘
自
主
防
災
会
主
催
の

「
防
災
お
花
見
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
予
定

よ
り
１
週
間
繰
り
上
げ
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ

満
開
の
お
花
見
日
和
と
な
り
３２０
名

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

午
前
中
は
発
電
機
を
使
用
し
て

提
灯
点
灯
の
試
験
、
水
消
火
器
や
担

架
の
使
い
方
な
ど
、
地
域
で
保
有
し

て
い
る
資
機
材
の
活
用
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
は
、
非
常

時
に
調
理
い
ら
ず
の
、
湯
せ
ん
で
食

べ
ら
れ
る
レ
ト
ル
ト
食
品
を
、
１
斗

炊
き
お
釜
で
炊
い
た
ご
飯
と
共
に

美
味
し
く
戴
き
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
各
支
部
別
に
準
備
さ

れ
た
ブ
ー
ス
で
「
非
常
持
出
袋
を
作 

 

民
生
児
童
委
員
と
は
？ 

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
が 

か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て
必
要
な
サ 

―
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
民 

の
サ
ポ
ー
ト
役
を
し
て
く
れ
る
存
在
。 

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、 

任
期
は
３
年
で
す
。 

 

こ
ん
な
相
談
に
の
り
ま
す 

子
育
て
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
虐 

待
、
生
活
保
護
、
認
知
症
、
お
体
の 

こ
と
な
ど
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に 

の
り
ま
す
。
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相 

談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

 

わ
が
街
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん 

私
た
ち
「
美
し
ヶ
丘
」
で
は
、
左 

表
の
方
々
が
地
域
別
に
担
当
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

  

 

②
水
路
泥
上
げ 

 
 

畠
田
公
園
南
、
王
寺
南
小
学
校
前

西
側 

③
王
寺
香
芝
線
歩
道
の
サ
ツ
キ
補
植 

④
明
神
２
丁
目
公
園
東
北
角
に
カ 

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置 

 
 

畠
田
公
園
公
衆
ト
イ
レ
よ
り
北

５０

ｍ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
大
型

化
？ 

 

⑤
明
神
１
丁
目
山
側
の
り
面
上
に

ブ
ロ
ッ
ク
壁
設
置 

 

要
望
書
は
提
出
済
み
で
す
が
、
今
後
も 

追
加
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
自
治
会
（
支

部

長

）

に

申

し

出

て

下

さ

い

。

自治会へのご意見・ご要望は、

〇会員→班長→支部長
または

〇会員→支部長

へお願いします。

 

防
災
お
花
見
会
を
開
催 

王
寺
町
へ
要
望
し
ま
し
た 

１
．
道
路
新
設
改
良
工
事(

道
路
の
新

設
、
既
設
道
路
幅
員
の
拡
幅
、
舗

装
の
新
設
等)

 

な
し 

２
．
道
路
維
持
修
繕
工
事
（
既
設
舗
装

の
修
繕
、
陥
没
に
よ
る
補
修
、
道

路
排
水
処
理
の
改
善
等
） 

①
歩
道
の
改
修 

町
道
明
神
１
号
線
（
明
神
２
・
３
丁

目
間
）
残
り
1/3 

明
神
２
丁
目
南
幼
稚
園
横
の
歩
道

改
修 

②
区
画
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装 

 
 

の
補
修 

明
神
４
丁
目
鳥
居
公
園
横 

明
神
４
丁
目
３
・
４
の
間 

明
神
４
丁
目
第
２
浄
水
場
前 

３
．
水
路
改
良
・
維
持
修
繕
工
事(

水
路

勾
配
の
改
善
、
水
路
蓋
・
肩
の
補

修
等)

 

な
し 

■
 

前
記
以
外
の
要
望 

①
木
の
伐
採 

街
路
樹
の
伐
採
（
明
神
４-

１５-

１ 

奥
野
様
前
） 

区
画
道
路
横
町
有
地
（
太
子
３-

 

６-

１６
河
合
様
斜
め
前
） 

自治会費納入のご確認を‼  

次回引き落としは、平成 30 年 7月 31 日 

金額は 7,200 円です。 

平成 30 年より、自治会費と管理組合費

の銀行引き落としは、年 2 回（1 月・7

月）になりました。 

テレビ共同受信システムについて 

お問い合わせは、 

ＫＣＮ総合窓口 0120-333-990 

9 時～21 時（日祝 17 時まで） 

第
３１
回
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。  

開
催
日 

平
成
３０
年
８
月
２５
日

（土） 

場 

所 

畠
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

夏
休
み
最
後
の
思
い
出

づ
く
り
に
、
ご
家
族
お

揃
い
で
是
非
お
越
し
下

さ
い
。 

詳
し
く
は
後
日
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

民
生
児
童
委
員 

太子１丁目 石田 雅人 ７２－２００３ 

太子２・３丁目 中桐 美紀子 ７３－０５２８ 

明神１・２丁目 中嶋 千歳 ３２－７０３２ 

明神３丁目 山本 愛子 ７３－０５９８ 

明神４丁目 小倉 幸子 ７３－９７６７ 

主任児童委員(王寺南小学校区） 

※児童に関することを専門的に

担当 

中込 充子 ３２－６１８０ 

※各地区の方でお電話される場合、間違い電話の無い様注    

 意して下さい。  
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第
３２

会
以
和
貴
会 

総
会
・
懇
親
会
を
開
催 

 

４
月
１５
日
（
日
）
１０
時
よ
り
、
文

化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、 

平
岡
副
町
長
・
楠
本
議
会
議
長
・

山
元
自
治
会
長
を
お
迎
え
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

和
田
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

２９
年
度
報
告
、
３０
年
度
計
画
の
発

表
、
米
寿
会
員
の
表
彰
で
、
総
会

は
無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

                  

引
き
続
き
、
王
寺
町
保
険
セ
ン

タ
ー
の
女
性
職
員
指
導
の
も
と
、

お
互
い
の
健
康
を
誓
っ
て
町
歌
に

合
わ
せ
「
や
わ
ら
ぎ
体
操
」
を
全

員
で
行
い
ま
し
た
。 

来
賓
・
役
員
の
手
品
等
か
ら
始
ま

り
、
ク
ラ
ブ
代
表
者
に
よ
る
、
カ

ラ
オ
ケ
・
民
謡
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
朗
読
等
々
、
日
頃

の
研
鑽
の
結
果
を
披
露
し
て
戴
き

ま
し
た
。 

                 

                   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

又
、
「
第
２
回
ふ
れ
あ
い
町
民
の
ど

自
慢
」
で
優
勝
・
審
査
員
特
別
賞
を

授
賞
さ
れ
た
２
人
の
カ
ラ
オ
ケ
披

露
も
あ
り
ま
し
た
。 

      

最
後
は
、
最
高
齢
（
９３
才
）
２
人
に

よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。 

 
 

会
員
皆
様
方
の
お
年
を
感
じ
さ
せ

な
い
熱
気
と
楽
し
さ
、
そ
し
て
満
ち

足
り
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

「
ホ
ッ
と
さ
ろ
ん
」
美
し
ヶ
丘 

 

月
１
回
の
ホ
ッ
と
さ
ろ
ん
が
、
美
し

ヶ
丘
集
会
所
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
方
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅

茶
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
み
な
が

ら
、
楽
器
演
奏
、
手
品
、
子
ど
も
落

語
な
ど
を
、
聞
き
、
見
て
笑
い
、
友

達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
で
ひ
と
時
を

楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

月
替
わ
り 

で
簡
単
な
編

み
物
教
室
や

ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
教
室
等
が

お
こ
な
わ
れ
、

素
敵
な
作
品

が
で
き
る
と

参
加
さ
れ
た

方
々
に
好
評

で
し
た
。 

ま
た
、
折
り
紙
教
室
や
お
子
様
に
は

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

開
催
日
等
は
、
回
覧
等

に
て
お
知
ら
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

遊
具
設
置
工
事
完
了
（
畠
田
公

園
） 

  

先
日
よ
り
王
寺
町
回
覧
等
で
お
知

ら
せ
の
有
り
ま
し
た
滑
り
台
が
、
３

月
末
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。 

二
列
で
一
方
が
少
し
ウ
エ
ー
ブ
し
て

い
ま
す
。
鉄
製
階
段
で
、
下
は
、
抜

け
穴
も
あ
り
ま
す
。 

注
意
事
項
と
し
て
三
歳
か
ら
六
歳
の

幼
児
用
で
す
。
必
ず
大
人
が
付
き
添

う
様
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

公
園
内
で
は
、
長
寿
命
化
対
策
支
援

の
一
環
と
し
て
、  

*
 

そ
ろ
そ
ろ
平
均
台 

*
 

背
伸
ば
し
チ
ェ
ア
ー 

 
 

*
 

懸
垂
運
動
器 

 

*
 

ジ
ワ
ジ
ワ
前
屈
器 

散
歩
の
折
に
は
試
し
て
下
さ
い
。 

美
し
ヶ
丘 

ク
ラ
ブ
紹
介 

 

水
彩
画
ク
ラ
ブ 

ス
ケ
ッ
チ
散
歩
の
会 

た
ん
ぽ
ぽ
文
庫
（
図
書
室
） 

わ
か
ば
（
ヨ
ガ
） 

卓
球
同
好
会 

だ
っ
ふ
ぁ
ー
会
（
ゴ
ル
フ
） 

書
道
ク
ラ
ブ 

オ
リ
ー
ヴ
（
太
極
拳
） 

楽
し
く
描
こ
う
会 

絵
手
紙
同
好
会 

健
康
太
極
拳 

編
物
サ
ー
ク
ル 

俳
遊
会 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
同
好
会 

絆
（
カ
ラ
オ
ケ
） 

た
そ
が
れ
（
カ
ラ
オ
ケ
） 

実
用
書
芸
ク
ラ
ブ 

気
功
養
生
術
（
活
動
休
止
） 

着
付 

結
び
の
会 

マ
ッ
サ
ー
ジ
ク
ラ
ブ 

歌
声
ク
ラ
ブ 

健
康
増
進
同
好
会
（
体
操
） 

 

以
和
貴
会 

ク
ラ
ブ
紹
介 

 

か
わ
ず
ク
ラ
ブ
（
カ
ラ
オ
ケ
） 

ラ
ッ
キ
ー
ズ
以
和
貴 

コ
ス
モ
ス
会
（
民
謡
） 

囲
碁
ク
ラ
ブ 

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
（
卓
球
） 

す
ず
め
の
教
室
（
麻
雀
） 

フ
ラ
の
会
（
ウ
エ
リ
ナ
） 

パ
ソ
コ
ン
講
座 

山
遊
会
（
ハ
イ
キ
ン
グ
） 

         

注意事項の

張紙です 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

同
好
会 

 

花
壇
の
花
が
綺
麗

に
咲
き
誇
り
、
通
る

人
を
和
ま
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。 
☆感染症 

 

・猫エイズ 

（猫免疫不全ウイルス感染） 

・猫白血病ウイルス感染症 

・猫伝染性腹膜炎   等 

上記など、有効な治療方法、ワクチン

がない病気があります。なめ合うだけ

でも感染するものがあるため、屋外へ

出さないことが重要です。 

 

☆近所からの苦情 

 

・糞、尿の被害 

・ゴミを荒らす 

・鳴き声 

・花壇を荒らす 

・爪で車が傷つけられる  等 

 

糞尿の始末は飼い主の責任です。また

他人の物を傷つけたりした場合、飼い

主が損害賠償を求められることがあ

ります。 

  ☆事故や迷子 

 

・車と衝突する 

・車の隙間に入り込む 

・見知らぬ人から虐待を受ける 

・予期せぬ事態でパニックになる 

・けが等で動けなくなる 

・縄張り争い等のケンカ 

かわいい猫ちゃんを守

れるのは飼い主のあな

ただけ。 

外の危険からしっかり

守ってあげましょう。 

猫は室内で飼いましょう 

外には危険がいっぱい！ 


